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露地夏秋キュ ウリ病害防除における殺菌剤散布回数削減とその 根拠

岩手県農業研究セ ン タ
ー

勝 部 和 則
k−katsube＠｝pref．iwatejp

　 岩手 県の キ ュ ウリ栽培面積は 2004 年現在363ha で全国 10位，反収，収穫量及 び 出荷量は 同 3位で ある。最近 で は

土壌病害の ホモ プ シ ス根腐病の 被害が 大きく，
生 産者 の 高齢化と相まっ て

，
生 産意欲 の 減退 ， 転作あるい は廃作とい っ

1

たネガテ ィブ方向に進 ん で い る。そ の中に あっ て省力化，コ ス ト低減などとい っ た生産意欲向上 につ ながるポジティブ方

向 へ の 生 産者 の 誘導 が求 め られ て い る。

　 露地キュ ウリ生産における病害虫防除の 基本は 7 日毎 の 薬剤散布で ある。薬剤によっ て は浸透移行性，耐雨性あるい

は 残効 の 長い もの 等，種類も多い が，キュ ウリの 新葉展開は週 1 〜 2枚と早い ため，浸透移行1生を有する薬剤を除い て は

残効や耐雨性が確保され ても， 散布後 に展開した新葉を保護することは難 しい 。また ， 今回話題とする「露地夏秋長期穫

り作型」（図 1）の 場合，5 月下旬〜6 月上旬の 定植後，6 月下旬か ら 10 月 上旬まで収穫を続けるため，同時期に複数の

病害に対処する必 要が ある。

　 ここで は 「露地夏秋 （長期穫り）作型」の キュ ウリ栽培 にお い て，主 要病害の 発生様相に基 づ く防除の 効率化やうどん こ

病耐病性品種の 導入 などにより， 防除回数の 削減に つ い て取り組 んで きたの で
， その 成果を紹介する。
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図1　 岩手県に おける露地夏秋キュ ウリの 作型

1．「薬剤使用体系マ ニ ュ ア ル 」

　 岩手県の 露地キ ュ ウリ栽培 で は べ と病，うどん こ病，褐 斑 病，炭 そ病，黒 星 病，斑点細菌病，モ ザイク病が併発する。

　 本県の 野菜栽培指導指針 に は 「薬剤使用体系マ ニ ュ ア ル 」とい う資料 を掲載 し，その 中で ， 岩手県 にお ける主要病害

の 発 生様相に基 づ き，重点的な防除時期を解説す るとともに，時期毎の 薬剤選択 の 目安を示 して い る。こ の マ ニ ュ アル

に は後述する個別技術を組み入れて おり，基本的な防除暦作成の た め の 参考資料で ある。 この 利用に際して は  適切

な整枝管理，  病害 の 早期発見と罹病葉 の 早期摘葉とい う基本項 目の 徹底を求 め るとともに，  支柱アーチ の 両側散布

をするよう呼びか けてい る。産地 で はこの マ ニ ュ アル を基に防除暦が検討され る。 普及主催の 指導会で は 時期毎 に使用

する薬剤の 選択理 由を説明 してもらい ，参加者 に は 「薬剤毎 の 役割 」を理解して い ただく。 次の 文はマ ニ ュ ア ル の 中で，

7
，
8 月期の 薬剤選択 に 関す る記述 の 抜粋で あ る：

　　　 7 月は、前半 をべ と病の予 防を中心とし、後半は 炭そ 病、褐斑病及びうどんこ病 の予 防 に重点 をおく。 7月 ヒ旬は べ と病 に卓 効

　　 の リドミル 銅 水 和斉liを選択 し、（中略）・・万 が
一、べ と病の発 病葉率 25〜30％ に 増加 した場合 に は フ ェ ス ティバ ル 水和 剤、…を

　　 選択して 補完防除する。

　　　8 月前半は うどん こ病と褐斑病、炭そ病の予 防にダコ ニ
ール 1000、…を選 択す る。うどんこ 病の 増加 が み られる場 合には カリ

　　 グリーン や EBI 剤 で補完防除す る。また，展開葉 に褐斑病または炭そ病の 発生 がみ られた揚合は伝染源を除 去す るために、誤

　　診をおそれず、積極的に罹病葉を摘葉し、その 上 で直 ちにゲッ ター水 和剤を補完散布 する。（以下省略）

2，防除回数を削減する場合の 「不安」とその解消手段

　 地域で作成する防除暦 は，上述「薬剤使用体系マ ニ ュ アル 」を参考に ， それぞれの 地域 の 病害虫発 生 様相を考慮 し

て作成されるため，効率的な防除が実行可能なはずである。ところが，露地 キ ュ ウリ生産者 は収穫が始まると防除になか

なか 手 が 回らない ため ，防除機会を逸し， 病害が 多発 して か ら弾幕防除を行うな ど悪循環 が み られ る。この 経験 か ら，「防

除を減らす 」ことへの 「不安」が 現場 か ら指摘され る。 不安解消の 手段 として考えられ る技術は  耐病性 品種の 利用， 

残効の 長 い 薬剤 の 防除暦編入 ∫  発生時の 病勢進展停止 に有効な薬劑 の 補完防除方法 の 提示で ある。
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（1）耐病性品種 の 実用性評価

　 キ ュ ウリ品種に は耐病性を特性として い るもの が少 なくない
。 防除回数を減らす上で ， 耐病性品種の 活用は 欠か せ な

い 。そこで，対象病害の み無防除とい う条件で 品種 の 耐病性を比較し，次 の ように整理 した （表 1）。べ と病の 耐病性は初

発後の 初期増加遅延程度で あるが ， うどん こ病 につ い ては化学薬剤 の 省略が 可 能と考えて い る。

　 図 2 は雫石 町 にお ける防除所巡 回調査データをプ ロ ッ トしたもの で ， 1998年を境 にうどんこ病 の 発生状況 に変化が生

じて い る。耐病性 品種 へ の 切り替えが この 頃 に行われ て い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 foo
　 表 1　 品種 の べ と病・うどん こ病耐 病性 の評価

品種名 べ と病耐病性 うどん こ 病耐病性

金 星 T 型

夏 すずみ

夏ばや し

V ロ ード

感 受性 品種と同等　　　　耐 病性 がある

　同上 　　　　　　　　耐病性が ある

感受性品 種に 比 べ ，初　耐 病性 が あ る

期の 増加 が遅延される。

　同上 　　　　　　　　耐病性がある

懸 80

黷
　 604020O

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 調査 時期

図2　 うどんこ病耐病性品種導入効果．● ：

　導人前 （〜1997）；▲ ：導 入後 （1998〜〉

ひ か りパ ワ
ー

rZ2

　 　 （台木 ）

少なくとも感受性品種（穂木）

に耐病 性 は付 与され ない

（2）残効の長い薬剤の検索

　薬剤 の 残効 が長ければ防除間隔を広げることがで きる。表 2 に示 した防除方法 （予防）は対象病害に対して 比較的残

効性が 長い 。

　　表2 比 較的残効の 長い 防除方法

病　 名 防 除 方 法 備　　考

べ と病

うどんこ病

炭そ 病・褐斑病

ジメトモ ル フ，ジメトモ ル フ ・銅

機能性展着剤の加 用

ジエ トフ ェ ン カル ブ・チ オフ ァネートメチル ，クレソキシ ムメチ ル

ベ ン チ ア バ リカ ル ブ （未登 録）

ポリオキシ エ チ レ ン 脂肪酸 エ ス テル 等

罹病葉ある場合は 摘葉必 須

※両側 か らの 十 分量散布 が基本。

（3）病害発生時の 補完防除剤 の 検索

　病害毎 に，病勢進展停止 に有効な補完防除薬剤の 用意も不安解消の ツ
ー

ル で ある。表 3 はその
一覧で，べ と病の 場

合は病勢停滞，うどん こ病は病勢進展停止 ， 炭そ病 ， 褐斑病 の 場合 は耕種防除の 併用 で病勢停滞に有効で ある 。

表3　病勢進 展停止に 有効 な薬剤
一

覧

病 　 名 有 効 な 薬 剤 名 備 　　考

べ と病

うどん こ病

炭そ病 ・褐 斑病

ジメトモ ル フ ，ジメトモ ル フ・銅，シ アゾファ ミド，シ モ キサニ ル ・フ ァモ キサドン

炭酸水 素カリウム
， 炭 酸水 素ナトリウム・銅，トリフル ミゾ

ー
ル

ジエ トフ ェ ン カル ブ・チ オ ファネートメチル ，クレソキシ ム メチル

発 病葉 率 20〜3眺 まで

発病葉率 50％まで

発 生初期。罹病葉摘葉必 須

＊

同
一
薬剤・同系統　分の連 用 は 而姓 ・低感 受性　誘発 の 危険がある。また，耐陛菌発生リス ク回避のため，で きる限 り急増前 の

散布 とすることが望ましい 。※両 側か らの 十分量 散布が基本。

3．防除回数削減 の実証試験

　薬剤防除 回数削減 に は 2 つ の 段階を踏む 必 要が ある。第1段階は ，地域の 病害虫発生実態 に基 づ き，必 要 な防除 手

段を配置するもの で，削減 で きる防除回数は 1〜2 回程度の ，誰で も取り組め るもの とする。第 2 段階で は病害虫を低密

度に維持 しながら， 時期 によっ て 防除間隔を広げて 回数を削減しようとす るもの で ，
2／ 3程度を見込む。防除間隔を広 げ

ることにより生じるリス クは，必要に応 じて表 2の 補完防除薬剤 で 回避する。露地キュ ウリの 薬剤散布は 通常 ， 週 1回 行うの

で ，図 1に示 した作型 で は ， 定植時の 粒剤施 用か ら収穫終了 （10月 上旬）まで都合 18〜19回の 防除が 必 要となる。
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（1）所内試験

　 所内圃場（岩手農研，2000〜02年）の 主要病害の 発生パ タ
ー

ン は旧岩手園試時代か らの 予察デー
タを概括し，図 3 の 様 に模

式化で きる 。 ここで は防除回数を当初か ら16〜12回 とした回数削

減試験を行 っ た （殺菌剤 の 投入成分数は 20〜12）。16 回の防除

をこ こで は 基本 防除 区 （南極 1号 ）として位 置 づ け，12回 の 防除を

［PM 区とした。　IPM 区で は基準品種 「南極1号 」（A 区）と耐病性

品種 「夏ばや し 」（B 区）を用い た。防除計画 にお い て，例年の 気

象推移，主要病害の 発生パ ターン
， 薬剤の 特性を加味して薬剤

を配置 し，か っ ，適切な耕種管理 とアーチ 両側散布 とい う基本事

項を徹底した。なお，べ と病やうどん こ病などが増加 しそうな場合

には表 2に示した薬剤で補完防除 した。

　 3 か 年間の 試 験 で，基本 防除 区 で は 主要 病害の 発 生

は ほ とんどみられない 程度に抑えることが で きた （図 4）。

IPM 区 で は ，べ と病，うどん こ病が若干 増加 した時期 が あ

り，補完防除を実施したため，防除回数は予定通りであ っ

たが，投入成分数は 2〜3成分増加した。

（2）現地試験

　 現地試験は 東和町で 実施 した。当地域の 過去の 防除

実績や病害虫発 生 実態 の 調査 結果 は な い が，隣接 の 石

ISSN　1880−0491

　 　 上 中 下 上 中 下 上 中 下

　　　 6月　　　　　7月　　　　　8月

図3　 露地キュ ウリ（無防除）に お ける主要病害

　 の 発生パ ターン （岩手農研 ）

　 ・嬾 ・

覊舞
广 噛

　　蠶

　　夢 愚蹴 嬲 購 繕 鹸 癒 磁 輾審 鞏 臆

図 4 防除回数削減試験に おけるうどん こ病の 推移（02 年）

鳥谷町 にお ける防除所の巡 回調査結果 （図 5）をみると，図 3の 無防除の 発 生 パ ターン に近 い。この ことか ら，所内試験の

結果をまとめ て 作成 した表 3 の 防除暦 を実証 地域に 提示 した （担当 JA は 東和町 と石 鳥谷町 を管轄）。

　 2003 年か ら， 耕種管理 の徹底とと

もに防除暦の 実践を して い ただ い た。

調査を実施 した東和町で は 当該年か

ら耐病性品種 が導入され た こともあ り，

2003 年 は ， 全県的 に主要病害 が多発

した中，実証地域で は 比 較的主要病

害 の 発生は少なく，出荷 量 は 前年 比

110％ を確保 した。
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　　 岩手県がすすめて い る露地夏秋キュ ウリにおける防除回数削減の 試験は，第1段階で防除回数を減らすことへ の 不

安解消と基本防除（≠ 慣行，無駄 の 排除）の 定着を目指す 。 次 に防除回数を減じた第 2段階（最小限の 防除）に進む。こ

の 2つ の 段階を進む上 で 発 生 様相
・
実態や薬剤特性 を理 解し，防除計画 を提案する指導者〜コ ン サル タン トの 育成が不

可欠で ある。また，行政施策 上，こ の 第 2段階は特別栽培 で 活用 で きるもの が求め られるが ，我 々 として は 生 産者が 「安

心 」して導入 で きる防除技術で，しか も作業者 に 「安全」なもの に 仕 上げるこ とを第
一

に したい 。そ の 結果として，特別栽培

の 基本技術につ ながり，また ， 消費者の 求める「安全 」「安心 」にっ なが るもの になればよい と考えて い る。

　　 最後に，実証試験を進めるに 当たり， JA い わて花巻・営農指導員 菊池光信氏，前川徳明氏並びに花巻農業改良

普及 セ ンター村上 和史博士 に は種 々 御協力い ただ い てい る。記して御礼申し上げる。

表3　実証地域 における基 本防除暦

時期 基本防除 防除対象 （≠ 適 用農桑表 ） 備考

月／週 散
布

量

べ

と

病

炭
そ

病

褐
斑

病

黒
星

病薬剤名 （使用 倍率）

う
ど

ん

こ

病

斑

点

細
菌

病

類 ア

　 ブ
　 ラ

　 ム

　 シ

ロ ワ

ノ タ

メ ヘ
イ リ

ガ ク

補完防除等

苗 基 本的 に不 要 （○） （0 ） （◎ （Q ） トリア ジン水600倍）

蒔 オ リ メート粒 明 （59 ）

ア ドマ イヤ
ー
粒剤 （lg）

／株 0

◎

5月下 旬〜6月上 旬

6／  低温 降雨 時 （Q ）
． トッ 　ジ ン M 水和 剤（1500

倍，150L）
／  ビスダイセン 水 和剤 （600倍 ）

※有翅 アブ ラム シ 発生

30DL ◎ 00
’．1

◎

つ る枯病O

※スミチオ ン 乳剤 （1000

倍）
／  Zボル ドー　　 （500倍） 300L0 △ 0 （△〉 ◎

．1 ゴ

7　  トリア シ ン水和 1　 （600倍）

チェス水 和剤　 （3000 倍）

300L0o ○ 0 ．
◎　．

」

／  フ ェス ティバ ル ¢ 水 和剤 （800500L   △ ：σ △ Q ．
／  ダコニール LOOO　（1000倍）

ス ミチオン 乳 剤　　（1000倍）

※ べ と病が 止 まらない とき

500L9

｝ゆ

o1 ．◎ ．

【．L
　．　．

◎

，

○

．

σ

← リドミル 銅 水なら※ にフェ
スティ

バ ル 水和 剤 （2000

倍）選 択 可

※ラン マ ンフ ロ アブル

（2000倍）に変亘

／ 
ベ フ ドー水 和 剤　．（500倍）

★うどんこ 病急 増の とき

500Lo   Q
．

σ ◎

／  ス トロビーフ ロア ブル （3DOO倍）

モ ス ピラン 水溶剤　（2000倍）

500L ◎ ＊ ◎ ＊

　．
◎

．
◎

◎ ○

★カリグ リーン （800倍）を

盟

◎＊ ：耐性菌に注意

●ゲ ッター水 和剤（150Q 

に変更

（病葉摘葉必 須）

8／   ダ コ ニ ール 1000 （1000倍）

※ べ と病 が止まらない とき

●褐斑 病，炭疽 病の 発生 時

500L ＠

（◎）

Q ．

（△）、

　 1
’

　 o

：繭

鰾）

◎

、．尸

（◎）

○

（◎）

．i．
．
三
．

．

ド．
／  ■ゲッ タ

ー
水和剤　（1500倍） 500L

．；‡
．貳

！：璽
Li
’

雲
．∵’．．

◎
广

．1

．

／  ■ダ コ ニ ール 1000 （1000倍 ）

ハチハチ 乳剤　　 （2000倍）

500L ◎ Q
．
．　ト．

4 、

にヒ
1颪．

◎

　．、

」

  ． △

／  ビ スダイセ ン 水和剤 （600倍）

★うどん こ病増 加の 場合

◆ワタヘリクロ ノメイガ発 生時

500L ご◎

（＠）
「

．

』
Q ．
．

．．．
耐
　
．
1

・．．．．1

．．0
　．

；

0 ．0 ・．

．「．」．．
（◎）

■ 8／  ，  を交換

◆ワタ ヘリ増加 時BT 剤加

用

9／   ジ マ ン ダイセ ン 水和剤（600倍）

ス ミチオン 乳 剤　 　（1000倍）

▼ 斑点 細 菌病増加 の 場合

500L
．
◎

Iq

：

　〕

o ○

（◎ 〉
Q

⇒ ペ ン コ ゼ ブフ ロ アブル

▼Zボル ドー加 用

／  トリア ジン 水和剤　　（600倍） 500L ○ oQ ○ ．
／  Zボル ドー　　 （5DO倍） 500L ○ △ o （△〉

．
：◎ ダコ1000変更可

／  なし

10／  トリア ジン水称剤　　（60Q倍） 500L ○ o ○ o
．

／  なし

薬 剤散 布 回　 16 （
”
慣 　 　 　 　　 　 　 　 　．騨 。

投 入成 分数 　 25 （慣行 ：42）

腐 驪騾黐 鬻 灘 鶉醗
（1）薬剤散布に際し，展着剤は 不要 である。展 着剤 を入れると少量 の薬液でも葉は容易に 濡れるが，防除に必要な薬剤成

分の 付着が 葉面で 不十分な場合が ある。
（2）備 考 （補完 防除 等 ）は基本的に不 要で あるが 、散布に 際して は指導 を受 けること。
（3）★ うどんこ病耐病性品種を作付けする場 合うどん こ病に対 する補 完 防除 は不 要であ る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25
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